
感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 8 5 3 - - -

定当 30～10 10 0.20 0.38 0.43 - - -

累積 43 13 5 - - 25

定当 1.79 1.63 1.25 - - 5.00

累積 5 1 - - - 4

定当 3～1 0.21 0.13 - - - 0.80

累積 30 15 2 - 3 10

定当 8～4 1.25 1.88 0.50 - 0.60 2.00

累積 67 23 3 2 12 27

定当 20～12 2.79 2.88 0.75 1.00 2.40 5.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 175 45 17 5 67 41

定当 5～2 7.29 5.63 4.25 2.50 13.40 8.20

累積 2 - - - - 2

定当 2～1 0.08 - - - - 0.40

累積 5 - - - 3 2

定当 0.21 - - - 0.60 0.40

累積 30 9 2 - 6 13

定当 6～2 1.25 1.13 0.50 - 1.20 2.60

累積 1 - 1 - - -

定当 6～2 3 0.04 - 0.25 - - -

累積 5 - - … 5 -

定当 1～0.1 0.56 - - … 2.50 -

累積 5 4 1 … - -

定当 8～4 0.56 1.33 0.50 … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 1 1 - - - -

定当 0.10 0.33 - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 581 307 81 19 77 97

定当 14.17 23.62 11.57 6.33 8.56 10.78

2024年29週(07月15日～07月21日)コメント

○山梨県集計で報告が多い上位５疾病（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 14.17 ／定当 COVID-19 中北 23.62 ／定当
手足口病 7.29 ／定当 手足口病 富士・東部 13.40 ／定当
感染性胃腸炎 2.79 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.40 ／定当
ＲＳウイルス感染症 1.79 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 5.00 ／定当
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.25 ／定当 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 甲府市 2.00 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

　 手足口病の患者報告数は増加しており、中北保健所、富士・東部保健所管内、甲府市保健所管内では依然として警報レベルが継続しています。
　 急性出血性結膜炎の患者報告数は富士・東部保健所管内で警報レベルが継続しています。感染予防のため手洗いを励行し、タオルなどの共用
は避けましょう。
 　新型コロナウイルス感染症の患者報告数は増加しており、県独自の基準では中北保健所管内で警報レベル、峡東保健所、甲府市保健所管内で
は注意報レベルとなりました。
 　RSウイルス感染症の患者報告数は増加傾向で推移しています。
　 ヘルパンギーナの患者報告数は甲府市保健所管内でやや多くなっています。

【警   報】手足口病（中北保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内）、急性出血性結膜炎（富士・東部保健所管内）
　　　　　　新型コロナウイルス感染症（県独自基準／中北保健所管内）

2024年07月25日作成2024年29週(07月15日～07月21日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

【注意報】新型コロナウイルス感染症（県独自基準／峡東保健所、甲府市保健所管内）

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎


